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保育園児の保護者における食生活の実態調査

Survey on the Eating Habits of Mothers of Nursery School Children

（2022年３月31日受理）

Key words：保育所，母親，食生活，栄養

要　　　　　旨

　私立保育所の母親114名を対象とし，食事歴法(最近１か月の食習慣に関する自記式質問票　BDHQ)を用い，食生活・

食事内容の現状把握と課題を明らかにし，これからの食育を推進するための資料とすることを目的とした。調査対象者

の平均年齢は36.5±5.1歳，体格はBMI18.5㎏/㎡以上25㎏/㎡未満のふつうの体格が71.9％であった。推定エネルギー必

要量は2,015±113kcalであり，エネルギー産生栄養素バランスでは，たんぱく質は目標の範囲となっていたが，脂質は

目標範囲の上限を超え，炭水化物は下限を下回っていた。各栄養素では，レチノール当量，ビタミンＢ１，ビタミンＣ，

カルシウム，マグネシウム，鉄，亜鉛が推定平均必要量を下回っていた。飽和脂肪酸，食塩相当量は，目標量上限を上

回っており，総食物繊維量，カリウムは，目標量下限を下回っていた。調査対象者を37歳未満と37歳以上との２群に分

け，平均値においては,ナイアシン，ビタミンＢ６，マグネシウムの平均摂取量も37歳以上群において有意に多くなって

いたが，マグネシウムは両群とも推定平均必要量を下回っており，ビタミンＢ６は37歳未満群において推定平均必要量

を下回っていた。エネルギー，たんぱく質，植物たんぱく質，炭水化物，ビタミンＢ１，カリウム，リン，亜鉛，銅の

平均摂取量は，37歳以上群において多くなる傾向がみられた。目標量を用いた評価では，脂肪エネルギー比率上限を超

えた者が54.7％，総食物繊維の目標量を下回った者は88.0％であった。さらに，不適切な摂取量の者の割合をみたとこ

ろ，葉酸では，37歳未満において有意に不適切な者の割合が高くなっていた。栄養素の摂取量や食品摂取量の結果から，

野菜の中でも特に緑黄色野菜，果物，魚介類，大豆・大豆製品，乳製品，海藻の摂取不足が推察された。食塩相当量は，

対象者全員が目標量を上回っており，減塩に向けて改善していく必要がある。

１．は　じ　め　に

　近年，晩婚化が進み，母の出生時平均年齢も上昇傾向

にあり，晩産化が進んでいる。平成15年に第２子が30.7

歳であったが，平成27年以降は，第１子が30.7歳で横ば

いとなっている１)。

　家族構成では核家族の増加２)，共働き家庭が増加して

おり３)，国民健康栄養調査によると，女性は，健康な食

習慣の妨げとなる点として，仕事(家事・育児等)が忙し

く時間がないと回答している割合が最も高くなってい

た。栄養摂取の偏り，食の簡便化に伴う弊害も出てきて

いる４)。このように幼児と保護者を取り巻く社会環境は

急激に変化している中で食生活を起因とする様々な健康

課題が懸念されている。保護者の食生活は保護者自身の

健康に影響を及ぼすのは当然であるが，幼児への影響も

大きく，保護者の知識や態度，行動の変容が必要となる。

平成17年「食育基本法」が制定され，家庭，学校，保育所，

地域等を中心に，食育の推進に取り組んでいくことが，
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我々に課せられている課題であり５)，平成29年，改訂さ

れた「保育所保育指針」では，「第３章　健康及び安全」

の中に「２　食育の推進」が記されている６)。さらに，

第４次食育推進基本計画においても，生活習慣の予防は

改善のために，普段から適正体重の維持や減塩等に気を

付けた食生活を実践することが掲げられている７)。

　こうした状況を踏まえ，我々は地域や関係団体との連

携・協働を図りつつ，健康教育・食育を推進している。

そこで，本研究では食事歴法(最近１か月の食習慣に関

する自記式質問票　BDHQ)８)９)を用い，保護者の食生活・

食事内容の現状把握と課題を明らかにし，これからの食

育を推進するための資料とすることを目的とした。

２．方　　　　　法

１　調査対象者：Ｏ県Ｏ市南部にある私立保育所３園に

通う保護者のうち，本研究の趣旨に同意が得られた母

親114名を対象とした。

２　調査時期：令和３年７月

３  調査方法：調査は，我々と保育園，地域住民が協働

して実施し，家族構成の質問票及び簡易版自記式食事

歴法質問票(BDHQ)の自記式質問票を用いて実施した。

質問票は，各保育園で回収し，ID番号を用いて管理し

た。調査終了後，保育園を通じて各保護者に調査結果

を返却した。

４　分析方法統計：対象者の身体的特徴，栄養素等摂取

量および食品群別摂取量について解析した。栄養素等

摂取量については，日本人の食事摂取基準2020年版10)

を用いて，推定平均必要量および目標量が設定されて

いる栄養素のうち19種類の栄養素について評価を行っ

た。また，対象者の平均年齢未満と以上に分けて解析

した。統計処理にはSPSS15.0を用い，平均値の差はｔ

検定，割合の差はχ二乗検定を行った。有意水準は５％

とした。

５　倫理的配慮：保育園長，保護者，地域住民に研究の

主旨，目的，対象，方法及び倫理的配慮について，説

明と文書の提出を行い，調査実施の承諾を得た。調査

用紙には，研究協力の承諾は個人の自由意志によるこ

と，拒否をしても不利益を被らない旨を記載し，回答

内容が保護者・保育園児の不利益とならないよう無記

名であることを説明した。同意書の提出をもって同意

が得られたものとした。本研究計画は，中国学園大学

倫理委員会の承認（承認日：令和３年２月24日，承認

番号：中国学園大学倫理審査２-２）を得て行った。

３．結　　　　　果

１　対象者の属性（表１）

　調査対象者114人の平均年齢は36.5±5.1歳で，30歳代

64.9％と過半数を占め，40歳代が次いで多く26.3％で

あった。BMI18.5㎏/㎡以上25㎏/㎡未満のふつうの体格

が71.9％，18.5㎏/㎡未満のやせが18.4％，25㎏/㎡以上

の肥満が9.6％であった。

　また，家族構成は，核家族が92.1％とほとんどを占め，

三世帯は5.2％であった。

２　BDHQから推定された対象者の１日あたりの栄養摂取

量（表２）

　表２に調査対象者の１日あたりの栄養摂取量の平均値

を示した。対象者の推定エネルギー必要量は，身体活動

表１　対象者の属性（ｎ＝114）

年齢(歳) 36.5 ± 5.1

　　　 20歳代 10名

　　　 30歳代 74名

　　　 40歳代 30名

身体的特徴

　　　 身長(㎝) 158.1 ± 5.62

　　　 体重(㎏) 49.9 ± 7.70

BMI(kasannsety) 21.2 ± 2.85

　　　 BMI<18.5 21名

       18.5≦BMI＜25 82名

       BMI≧25 11名

家族構成

　　　 核家族 105名

　　　 三世帯 6名

　　　 その他 3名

(8.8%)

(64.9%)

(18.4%)

※平均±標準偏差および人数(％)

(71.9%)

(92.1%)

(5.2%)

(26.3%)

(9.6%)

(2.6%)
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レベルⅡとした場合，2,015±113kcalであった。エネル

ギー産生栄養素バランスでは，たんぱく質は目標の範囲

となっていたが，脂質は目標範囲の上限を超え，炭水化

物は下限を下回っていた。

　各栄養素では，レチノール当量，ビタミンＢ１，ビタ

ミンＣ，カルシウム，マグネシウム，鉄，亜鉛が推定平

均必要量を下回っていた。飽和脂肪酸，食塩相当量は，

目標量上限を上回っており，総食物繊維量，カリウムは，

目標量下限を下回っていた。

　食品群摂取量では，緑黄色野菜95.0±55.9ｇ，その他

野菜128.2±71.5ｇ，果物63.8±70.0ｇ，魚介類56.5±

49.6ｇ，肉類77.4±34.4ｇ，乳類141.5±107.6ｇとなっ

ていた。

表２　BDHQから推定された対象者の１日あたりの栄養摂取量

平均値 ± 標準偏差

推定エネルギー必要量(㎉/日) 2015 ± 113.1 2050 1

エネルギー(㎉/日) 1527 ± 441.6

たんぱく質(g/日) 59.0 ± 21.66 40 2

　動物たんぱく質(g/日) 36.2 ± 16.38

　植物たんぱく質(g/日) 22.8 ± 7.57

69.61±0.25)日/ｇ(質脂

±7.8）E％（酸肪脂和飽 1.90 7以下 3

炭水化物(g/日) 189.5 ± 64.99

±5.9)日/ｇ(維繊物食総 3.70 18以上 3

エネルギー産生栄養素バランス

　たんぱく質（％E） 15.4 ± 2.62 13～20 3

　脂質（％E） 30.9 ± 6.13 20～30 3

　炭水化物（％E） 49.4 ± 8.20 50～65 3

レチノール当量(㎍RE/日) 317 ± 221.8 500 2

ビタミンB１(㎎/日) 0.66 ± 0.23 0.9 2

ビタミンB２(㎎/日) 1.08 ± 0.44 1.0 2

ナイアシン(㎎/日) 14.6 ± 6.00 10 2

ビタミンB６(㎎/日) 1.04 ± 0.42 1.0 2

0024.801±842)日/gμ(酸葉 2

±67)日/㎎(Cンミタビ 41.5 85 2

±8.8)日/g(量当相塩食 2.50 6.5未満 3

カリウム(㎎/日) 2035 ± 795.2 2600以上 3

±344)日/㎎(ムウシルカ 211.1 550 2

±791)日/㎎(ムウシネグマ 75.9 240 2

0086.833±978)日/㎎(ンリ 4

0.913.2±1.6)日/㎎(鉄 2

723.2±9.6　)日/㎎(鉛亜 2

78.0　)日/㎎(銅 ± 0.31 0.6 2

１　身体活動レベルをふつう（レベルⅡ）とした。
２　推定平均必要量
３　目標量
４　 目安量

項目
全体（n=114)

食事摂取基準
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３　BDHQから推定された対象者２群別の体位および１日

あたりの栄養摂取量（表３）

　表３に調査対象者を37歳未満と37歳以上との２群に分

け，１日あたりの栄養摂取量の平均値を示した。平均体

重，平均BMIともに37歳以上群において有意に多くなっ

ていた。ナイアシン，ビタミンＢ６，マグネシウムの平

均摂取量も37歳以上群において有意に多くなっていた

が，マグネシウムの平均摂取量は両群とも推定平均必要

量を下回っており，ビタミンＢ６の平均摂取量は37歳未

満群において推定平均必要量を下回っていた。また，エ

ネルギー，たんぱく質，植物たんぱく質，炭水化物，ビ

タミンＢ１，カリウム，リン，亜鉛，銅の平均摂取量は，

37歳以上群において多くなる傾向がみられた。

　食品群摂取量では２群による有意な差はみられなかっ

たが，BDHQで質問された食品の摂取量では，干物，緑黄

色野菜，コーヒー，てんぷら・揚げ魚が37歳以上群にお

いて有意に多くなっており，漬物（緑黄色野菜），ウイ

スキーが37歳未満群において有意に多くなっていた。

表３　BDHQから推定された対象者２群別の体位および１日あたりの栄養摂取量

平均値 ± 標準偏差 平均値 ± 標準偏差 p値

身長(㎝) 157.9 ± 5.62 158.3 ± 5.28 0.676

体重(㎏) 51.6 ± 7.70 54.6 ± 8.26 0.041

±7.02)㎡/㎏(IMB 2.85 21.8 ± 2.99 0.042

エネルギー(㎉/日) 1450 ± 383.5 1604 ± 484.1 0.062

たんぱく質(g/日) 55.5 ± 18.68 62.5 ± 23.93 0.082

動物たんぱく質(g/日) 33.9 ± 14.59 38.5 ± 17.83 0.138

植物たんぱく質(g/日) 21.6 ± 6.14 24.1 ± 8.64 0.079

733.071.81±5.3576.51±4.05)日/ｇ(質脂

炭水化物(g/日) 179.3 ± 55.34 199.7 ± 72.44 0.095

総食物繊維(ｇ/日) 8.9 ± 3.39 10.0 ± 3.95 0.133

レチノール当量(㎍RE/日) 294 ± 175.8 340 ± 259.3 0.267

ビタミンB１(㎎/日) 0.62 ± 0.21 0.70 ± 0.25 0.067

ビタミンB２(㎎/日) 1.03 ± 0.42 1.13 ± 0.45 0.230

ナイアシン(㎎/日) 13.3 ± 4.82 16.0 ± 6.89 0.017

ビタミンB６(㎎/日) 0.96 ± 0.34 1.13 ± 0.47 0.033

901.04.701±5620.801±232)日/gμ(酸葉

ビタミンC(㎎/日) 71 ± 40.5 81 ± 42.1 0.177

食塩相当量(g/日) 8.6 ± 2.10 9.0 ± 2.85 0.323

カリウム(㎎/日) 1890 ± 736.7 2181 ± 830.8 0.050

カルシウム(㎎/日) 414 ± 202.1 471 ± 217.7 0.151

マグネシウム(㎎/日) 182 ± 63.2 212 ± 84.7 0.036

770.06.863±5395.892±328)日/㎎(ンリ

161.044.2±4.641.2±8.5)日/㎎(鉄

380.055.2±3.720.2±5.6　)日/㎎(鉛亜

28.0　)日/㎎(銅 ± 0.25 0.92 ± 0.36 0.089

37歳未満(n=57) 37歳以上(n=57) 
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４　日本人の食事摂取基準2020年版を用いた評価（表４）

　日本人の食事摂取基準2020年版を用いた評価結果を表

４に示した。推定平均必要量を用いた評価では，不足

している者の割合が，ビタミンＢ１59.0％，ビタミンＣ

41.0％，カルシウム41.0％，マグネシウム34.2％，鉄

66.7％であった。

　目標量を用いた評価では，脂肪エネルギー比率上限を

超えた者が54.7％，総食物繊維とカリウムにおいても，

それぞれ88.0％，47.0目標量を下回っていた。

　また，対象者を37歳未満と37歳以上に分け，不適切な

摂取量の者の割合をみたところ，葉酸では，37歳未満に

おいて有意に不適切な者の割合が高くなっていた。

人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％）

推定平均必要量による評価
b

sn)0.0(0)0.0(0)0.0(0質くぱんた　

sn)5.71(01)8.22(31)7.91(32Aンミタビ　

　ビタミンB１ 69 (59.0) 36 (63.2) 33 (57.9) ns

　ビタミンB２ 16 (13.7) 8 (14.0) 8 (14.0) ns

sn)8.1(1)8.1(1)7.1(2ンシアイナ　

　ビタミンB６ 16 (13.7) 8 (14.0) 8 (14.0) ns

*)5.3(2)5.71(01)3.01(21酸葉　

sn)6.83(22)6.54(62）0.14(84Cンミタビ　

sn)1.53(02)1.94(82)0.14(84ムウシルカ　

sn)1.82(61)1.24(42)2.43(04ムウシネグマ　

sn)2.07(04)7.66(83)7.66(87鉄　

sn)8.8(5)8.8(5)5.8(01鉛亜　

sn)8.1(1)0.0(0)9.0(1銅　

目標量による評価c

　脂肪エネルギー比率

sn)5.3(2)5.3(2)4.3(4限下　　

sn)6.25(03)6.95(43)7.45(46限上　　

sn)2.77(44)0.68(94)5.97(39酸肪脂和飽　

　炭水化物

sn)6.25(03)0.34(52)0.74(55限下　　

sn)0.0(0)8.1(1)9.0(1限上　　

sn)0.39(35)7.78(05)0.88(301維繊物食総　

sn)0.001(75)0.001(75)0.001(411量当相塩食　

sn)9.34(52)6.25(03)0.74(55ムウリカ　

表４　日本人の食事摂取基準2020年版による不適切な摂取量の者の割合
ａ

a　推定エネルギー必要量による調整値＝BDHQより推定された摂取量×（推定エネルギー必要量÷BDHQより推定された推定
　されたエネルギー摂取量）の式により算出した摂取量を用いて判定した。

b　各対象者の年齢の推定平均必要量を下回っている者の人数。

c　各対象者の年齢の目標量の範囲を逸脱している者の人数。

d　37歳未満群と37歳以上群の間における割合の差の検定による。ns：有意差なし、*：ｐ＜0.05）

全体（n=114) 37歳未満(n=57) 37歳以上(n=57) 
検定

d
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４．考　　　　　察

　本研究は，保育園児の母親を対象とした健康教育・食

育を推進するための現状把握のための資料とすることを

目的としている。調査対象者の家族構成は，核家族がほ

とんどを占めており，母親の平均年齢(36.5±5.1)であ

り幼児の年齢から全国的な調査１）２）と同じような現状

であることが分かる。身体状況においては，全国的な性

別・年齢階級別調査４)では肥満者BMI25㎏/㎡以上（30～

39歳　15.0％，40～49歳　16.6％），痩せ18.5㎏/㎡未満

（30～39歳　16.4％，40～49歳　12.9％）４)であること

から，調査対象者は，肥満の割合では全国平均より低く，

痩せの割合(18.4％ )が高いことが推察できる。対象者

の年齢では37歳未満の平均BMIは望ましいBMIの範囲内で

はあるが，体重は37歳以上に比べると軽く，２群の有意

差の有無に関わらず摂取エネルギーをはじめとした摂取

栄養量が低いことから，食事の内容だけではなく食事量

も課題があると考えられた。

　BDHQの調査結果から，脂肪エネルギー比率および飽和

脂肪酸エネルギー比率の目標範囲の上限を超えている者

がそれぞれ54.7％，79.5％みられ，循環器疾患をはじめ

とする生活習慣病発症予防のため，これらの目標量の範

囲に入る者の割合を増やす，また目標量に近づく者の割

合を増やすことが課題と考えられた。魚類より肉類摂取

が多くなる傾向であったことから，肉類に含まれる脂質

が影響していることが示唆された。

　また，逆に炭水化物エネルギー比率の目標範囲の下限

を下回っている者が47.0％であったが，炭水化物エネル

ギー比率が低くなると，たんぱく質および脂質の摂取量

が多くなりやすく，また食物繊維の摂取量が少なくなり

やすく，実際に本調査対象者においては，たんぱく質が

推定平均必要量を下回る者はおらず，脂肪エネルギー比

率が目標量上限を超える者がおよそ半数おり，食物繊維

目標量を下回る者が88％であった。このことから，炭水

化物の適正摂取のために主食をしっかりと摂取すること

の重要性を啓発していくことが大切となった。

　栄養素の摂取量や食品摂取量の結果から，野菜の中で

も特に緑黄色野菜，果物，魚介類，大豆・大豆製品，乳

製品，海藻の摂取不足が推察された。さらに，葉酸にお

いて不適切な摂取量の者の割合が，37歳未満が37歳以上

より有意に高くなっており，野菜の摂取量を増やすこと

が求められ，今後妊娠の可能性がある場合は特に葉酸摂

取に留意するよう啓発が必要と考えた。

　そして，食塩相当量は，対象者全員が目標量を上回っ

ており，減塩に向けて改善していく必要がある。

　今後は，保育所・地域や関係団体と協働して，保護者

の食生活の改善に向けて，実践を通した支援を継続して

いきたい。
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